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（
一
社
）
日
本
ト
ロ
ー
ル
底

魚
協
会
の
オ
キ
ア
ミ
操
業
再
開

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

（
座
長＝
吉
田
光
�
会
長
）は
、

中
間
報
告
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め

た
。「

海
洋
権
益
の
確
保
」
「
オ

キ
ア
ミ
ミ
ー
ル
（
魚
粉
）
の
安

定
供
給
に
よ
る
養
殖

生
産
へ
の
貢
献
」「
国

際
競
争
力
の
あ
る
漁

船
」
な
ど
「
衰
退
を
続
け
る
日

本
漁
業
を
再
生
す
る
た
め
の
切

り
札
に
な
る
」
（
吉
田
会
長
）

と
し
て
、
２
０
２
１
年
度
も
調

査
を
継
続
す
る
。

「
海
洋
権
益
の
確
保
」

「
養
殖
業
振
興
」
に
直
結

オ
キ
ア
ミ
操
業
は
１
９
６
１

年
に
旧
ソ
連
が
研
究
開
発
。
７２

年
に
日
本
も
操
業
を
開
始
し
た

が
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
、
日
本

と
も
に
撤
退
し
た
。
現
在
は
中

国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
韓
国
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
チ
リ
が
操
業
。
ロ

シ
ア
も
新
船
３
隻
を
建
造
し
、

漁
獲
３０
万
ｔ
規
模
で
操
業
再
開

を
決
定
し
た
。
中
国
メ
デ
ィ
ア

で
は
ナ
ン
キ
ョ
ク
オ
キ
ア
ミ
を

「
６
・
５
億
ｔ
の
海
の
金
鉱
」

と
表
現
し
て
お
り
、
「
中
国
が

最
大
の
受
益
者
に
な
る
」
と
報

じ
て
い
る
。

ナ
ン
キ
ョ
ク
オ
キ
ア
ミ
の
資

源
量
は
４
～
５
億
ｔ
と
推
定
さ

れ
、
漁
業
拡
大
の
余
地
が
あ
る

漁
獲
対
象
資
源
と
さ
れ
て
い

る
。中

間
報
告
で
は
「
日
本
に
と

っ
て
海
洋
権
益
の
確
保
は
南
極

海
の
み
な
ら
ず
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
世
界
の
人
口
増
加
に
伴

う
食
料
問
題
の
解
決
に
向
け
て

は
、
海
洋
生
物
資
源
の
活
用
が

不
可
欠
」
と
の
認
識
か
ら
オ
キ

ア
ミ
操
業
再
開
の
必
要
性
に
言

及
。
過
去
の
大
型
ト
ロ
ー
ル
船

（
５
０
０
０
ｔ
型
）
の
運
航
実

績
を
ベ
ー
ス
に
作
成
し
た
操
業

計
画
で
、
年
間
漁
獲
量
を
１０
万

ｔ
（
原
料
ベ
ー
ス
）
、
売
上
高

を
約
４９
億
円
と
想
定
し
、
減
価

償
却
前
で
約
１３
億
円
の
利
益
が

見
込
め
る
と
し
た
。

報
告
書
で
は
、

南
極
海
の
オ
キ
ア

ミ
操
業
に
つ
い

て
、
世
界
の
潮
流
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
合
致
し
た
も
の
で
あ
り
、
食

料
供
給
、
養
殖
業
の
振
興
、
漁

業
全
体
の
再
興
な
ど
の
観
点
か

ら
も
「
国
策
と
し
て
の
検
討
が

必
要
」
と
国
の
支
援
を
起
爆
剤

と
し
て
実
施
す
べ
き
と
指
摘
し

て
い
る
。

水
産
研
究
・
教
育
機
構
の
理

事
長
に
４
月
１
日
付
で
就
任
し

た
中
山
一
郎
氏
と
宮
原
正
典
前

理
事
長
が
２
日
、
会
見
し
た
。

中
山
新
理
事
長
は
魚
貝
類
や

海
苔
、
鯨
ま
で
幅
広
く
対
象
に

研
究
し
て
き
た
遺
伝
学
研
究
の

専
門
家
。

「
魚
の
性
決
定
や
サ
ケ
科
の

雌
雄
判
別
、
三
倍
体
作
出
方
法

な
ど
、
実
際
に
世
界
で
利
用
さ

れ
て
い
る
技
術
を
開
発
し
て
き

た
」こ

こ
３
年
は
大
手
水
産
会
社

の
研
究
所
に
所
属
。
国
の
研
究

機
関
と
民
間
の
違
い
を
強
く
感

じ
た
と
い
う
。

「
民
間
の
場
合
、
目
的
達
成

ま
で
に
何
を
す
る
べ
き
か
は
っ

き
り
し
て
お
り
、
必
要
な
技
術

は
買
っ
て
で
も
利
用
す
る
。
国

研
は
イ
チ
か
ら
技
術
を
積
み
重

ね
て
い
く
。
今
後
は
国
内
外
の

機
関
と
の
異
業
種
連
携
を
強
化

し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
示

し
た
。

優
先
事
項
と
位
置
付
け
て
い

る
の
が
、
資
源
評
価
と
養
殖
環

境
の
研
究
。

「
世
界
第
６
位
の
広
大
な
海

域
、
豊
か
な
環
境
、
魚
種
の
多

様
性
を
生
か
せ
ば
、
世
界
に
冠

た
る
水
産
国
に
戻
れ
る
。
宮
原

前
理
事
長
が
構
築
し
た
資
源
評

価
シ
ス
テ
ム
を
全
力
で
進
め
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

資
源
評
価
し
た
上
で
、
「
資

源
研
究
に
つ
い
て
も
生
態
系
全

体
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
長
期
的
気
候
変
動
の
影
響

も
非
常
に
大
き
い
た
め
、
し
っ

か
り
研
究
し
た
い
」
と
い
う
。

養
殖
は
世
界
の
潮
流
で
、
成

長
産
業
を
支
え
る
技
術
。
養
殖

研
究
の
２
つ
の
柱
と
し
て
地
域

振
興
と
大
規
模
化
を
挙
げ
た
。

「
日
本
は
１
９
７
９
年
に
養

殖
研
究
所
を
設
立
し
、
先
見
の

明
が
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
現

在
は
世
界
か
ら
遅
れ
て
お
り
、

く
や
し
い
思
い
が
あ
る
。
複
合

的
な
養
殖
の
研
究
も
進
め
た

い
」
と
語
っ
た
。

７
年
間
理
事
長
を
務
め
た
宮

原
氏
は
「
非
常
勤
を
含

め
る
と
全
国
に
約
１
６

０
０
人
を
抱
え
る
大
組

織
を
い
か
に
持
続
的
に

運
営
し
て
い
く
か
が
最

大
の
課
題
だ
っ
た
。
昨

年
７
月
に
組
織
再
編
を

行
い
、道
筋
を
作
っ
た
。

未
来
図
は
で
き
た
が
、

実
行
に
移
す
の
は
こ
れ

か
ら
。
途
上
で
職
を
去

る
の
は
大
変
申
し
訳
な

い
が
、
ト
ッ
プ
が
あ
ま

り
長
く
居
座
る
の
は
組
織
と
し

て
健
全
で
は
な
い
。
後
任
の
中

山
理
事
長
は
も
と
も
と
水
研
に

い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
移
行

で
き
る
と
思
う
。
中
山
色
を
出

し
、
新
た
な
組
織
作
り
を
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

さいとう・とおる おさかなマイス

ターで水産庁長官任命の「お魚かたり

べ」。魚食普及貢献者として大日本水

産会から平成２８年度に表彰を受けた。

北里大学水産学部卒。５２歳。

三
陸
産
の
ホ
ヤ
は
、
独
特
の

香
り
で
地
元
の
人
に
好
ま
れ
る

一
方
、
一
般
に

は
な
じ
み
の
薄

い
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
海
産
物
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
１０
年
。

販
路
回
復
・
拡
大
に
よ
る
南
三

陸
地
域
の
復
興
支
援
と
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
国
産
水
産
物
の

消
費
拡
大
を
目
的
に
、
ホ
ヤ
の

魅
力
を
満
載
し
た
小
冊
子
「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
」
を
作
成

し
た
。
服
部
栄
養
専
門
学
校
が

考
え
た
２２
の
絶
品
レ
シ
ピ
を
掲

載
。
「
構
想
か
ら
１
年
半
、
作

成
に
半
年
を
要
し
た
」。

ひ
と
り
の
水
産
人
と
し
て

「
何
か
手
助
け
は
で
き
な
い
か
」

と
何
度
も
被
災
地
を
訪
れ
た
。

ホ
ヤ
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め

に
、
漁
師
と
話
し
、
流
通
の
仕

組
み
を
変
え
、
鮮
度
維
持
の
実

験
も
。試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
。

ホ
ヤ
を
使
っ
た
「
ア
ヒ
ー
ジ

ョ
」
「
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
」
と

い
っ
た
洋
風
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
、

お
つ
ま
み
系
で
は
「
ホ
ヤ
と
野

菜
の
キ
ン
ピ
ラ
」
「
ホ
ヤ
の
燻

製
」
、
ホ
ヤ
の
ベ
ー
グ
ル
や
デ

ザ
ー
ト
も
あ
る
。

殻
付
き
ホ
ヤ
の
さ
ば
き
方
や

切
り
方
を
や
さ
し
く
解
説
。
栄

養
価
が
高
い
ホ
ヤ
の
基
本
知
識

も
紹
介
し
て
い
る
。

「
ホ
ヤ
は
可
能
性
の
あ
る
食

材
。
多
く
の
人
に
お
い
し
く
食

べ
て
ほ
し
い
」

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
難

し
い
が
、
小
学
生
に
水
産
業
の

現
状
と
魚
料
理
の
魅
力
を
伝
え

る
「
出
前
授
業
」
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
中
で
、
魚
体
が
不
揃
い

だ
っ
た
り
、
水
揚
げ
が
少
な
く

て
ロ
ッ
ト
が
ま
と
ま
ら
な
い
と

い
っ
た
理
由
か
ら
流
通
に
乗
ら

ず
、
魚
粉
や
ミ
ー
ル
に
回
さ
れ

た
り
、
廃
棄
さ

れ
て

し

ま

う

「
未
利
用
魚
」

に
着
目
。
学
校

給
食
の
栄
養
士
と
一
緒
に
「
未

利
用
魚
」
を
食
材
に
し
た
献
立

を
考
案
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
は
、
魚
の
お
い
し

さ
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
、
水

産
資
源
の
大
切
さ
を
給
食
を
通

じ
て
実
感
し
て
い
る
。

水産ねり製品の春夏商戦が

スタートしている。各社、品質

やおいしさはもちろん、簡便

性、即食性などをコンセプト

にした商品を多数投入してい

る。全国の主要メーカーの新

商品やリニューアル品の動向

や販売方針などをまとめた。

東
亜
建
設
工
業
（
東
京
都
新
宿
区
、
秋
山

優
樹
社
長
）
は
、
冷
凍
冷
蔵
倉
庫
向
け
耐
火

構
造
壁
と
し
て
使
用
で
き
る
防
熱
耐
火
パ
ネ

ル
で
１
時
間
耐
火
構
造
、
３０
分
耐
火
構
造
の

国
交
大
臣
認
定
を
こ
の
ほ
ど
取
得
し
た
。

冷
凍
冷
蔵
倉
庫
の
外
壁
に
は
、
建
物
の
機

能
上
、
高
い
断
熱
性
能
を
求
め
ら
れ
る
一
方

で
、
建
築
基
準
法
上
の
耐
火
性
能
も
要
求
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
従
来
の
冷
凍
冷
蔵
倉
庫

は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
外
壁
に
厚
み
２

０
０
�
程
度
の
断
熱
層
を
設
け
て
い
る
。

近
年
、
現
場
で
の
施
工
省
力
化
に
伴
い
、

柱
梁
の
躯
体
に
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
が
採
用
さ

れ
、
外
壁
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
パ
ネ
ル
な
ど

を
利
用
し
た
乾
式
工
法
を
採
用
し
、
耐
火
性

能
を
確
保
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。ま
た
、

断
熱
性
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
現
場
で
断

熱
材
を
２
０
０
�
程
度
吹
き
付
け
、
そ
の
上

に
仕
上
げ
材
で
化
粧
を
す
る
設
計
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。

防
熱
耐
火
パ
ネ
ル
は
、
耐
火
性
能
と
断
熱

性
能
を
一
体
化
し
た
た
め
、
現
場
で
の
断
熱

材
と
耐
火
吹
付
材
の
吹
き
付
け
作
業
、
仕
上

げ
材
の
工
程
が
不
要
で
、
現
場
作
業
の
環
境

改
善
に
加
え
て
工
期
短
縮
に
も
有
効
。
施
工

段
階
で
断
熱
材
が
露
出
し
て
お
ら
ず
、
現
場

で
の
火
災
リ
ス
ク
低
減
に
も
貢
献
す
る
。

吹
き
付
け
作
業
は
、
飛
散
養
生
に
手
間
が

掛
か
る
だ
け
で
な
く
作
業
環
境
が
悪
く
、

現
場
施
工
の
負
担
に
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
に
現
場
で
の
断
熱
材
の
吹
き
付
け
は
、

他
工
種
の
溶
接
や
溶
断
火
花
が
飛
散
し

て
火
災
を
発
生
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
大
き

く
、
建
設
業
界
全
体
の
課
題
と
な
っ
て

い
た
。

東
亜
建
設
工
業
の
防
熱
耐
火
パ
ネ
ル

は
幅
９
０
０
�
、
厚
さ
２
５
０
�
、
最

大
高
さ
９
ｍ
ま
で
適
用
可
能
。
断
熱
材

２
０
０
�
相
当
の
断
熱
性
能
（－

２５
℃

対
応
）
を
確
保
し
て
お
り
、
建
築
基
準

法
で
規
定
す
る
１
時
間
耐
火
構
造
壁
、

３０
分
耐
火
構
造
壁
と
な
っ
て
い
る
。

日
ロ
さ
け
・
ま
す
漁
業
交
渉

が
３
月
２９
日
～
４
月
２
日
、
ウ

ェ
ブ
会
議
で
開
催
さ
れ
、
２
０

２
１
年
の
日
本
２
０
０
海
里
水

域
に
お
け
る
日
本
漁
船
に
よ
る

ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す
の
操
業

条
件
、
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水

域
に
お
け
る
日
本
漁
船
に
よ
る

ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す
の
操
業

条
件
に
つ
い
て
妥
結
し
た
。

日
本
２
０
０
海
里
水
域
分

（
日
ロ
漁
業
合
同
委
員
会
第
３７

回
会
議
）
の
漁
獲
量
は
前
年
と

同
水
準
で
、
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
、

ベ
ニ
ザ
ケ
、
ギ
ン
ザ
ケ
、
マ
ス

ノ
ス
ケ
計
１
５
５
０
ｔ
、
シ
ロ

ザ
ケ
５
０
０
ｔ
の
合
計
２
０
５

０
ｔ
。
た
だ
し
、
ベ
ニ
ザ
ケ
、

ギ
ン
サ
ケ
、
マ
ス
ノ
ス
ケ
は
３

種
合
わ
せ
て
１
隻
当
た
り
１
ｔ

以
内
。

ロ
シ
ア
水
域
は
ベ
ニ

ザ
ケ
１５
ｔ
に
削
減

漁
業
協
力
費
は
２
億
６
０
０

０
万
円
～
３
億
１３
万
円
の
範
囲

で
漁
獲
実
績
に
応
じ
て
決
定
。

こ
れ
も
前
年
と
同
じ
条
件
で
、

実
際
の
支
払
額
は
２
億
６
０
０

０
万
円
だ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、

２
０
２
１
年
の
漁
業
分
野
に
お

け
る
科
学
技
術
協
力
計
画
も
採

択
し
た
。

ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水
域
分

（
ロ
シ
ア
連
邦
の
２
０
０
海
里

水
域
に
お
け
る
日
本
国
の
漁
船

に
よ
る
ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す

の
２
０
２
１
年
に
お
け
る
漁
獲

に
関
す
る
日
ロ
政
府
間
協
議
）

は
昨
年
に
引
き
続
き
、
漁
船
１

隻
に
よ
り
、
曳
き
網
に
よ
る
採

算
性
の
向
上
を
目
的
と
し
た
試

験
的
な
操
業
を
行
う
。

漁
獲
割
当
量
１
２
５
ｔ
（
前

年
同
）
。
う
ち
、
ベ
ニ
ザ
ケ
１５

ｔ
（
前
年
２５
ｔ
）
、
シ
ロ
ザ
ケ

２４
ｔ
（
前
年
２５
ｔ
）
、
カ
ラ
フ
ト

マ
ス
８１
ｔ
（
前
年
７０
ｔ
）
、
ギ

ン
ザ
ケ
３
ｔ
（
前
年
同
）
、
マ
ス

ノ
ス
ケ
２
ｔ（
前
年
同
）。

入
漁
料
は
約
２
４
３
３
万
円

（
前
年
同
）
。
操
業
期
間
は
６
月

１
日
～
７
月
３１
日
で
、
３６
日
間

（
前
年
は
７
月
７
日
～
７
月
２１

日
）。出

席
者
は
日
本
側
が
黒
萩
真

悟
水
産
庁
増
殖
推
進
部
長
（
政

府
代
表
）
ほ
か
、
外
務
省
、
水

産
庁
、
北
海
道
庁
及
び
関
係
す

る
漁
業
団
体
の
関
係
者
、
ロ
シ

ア
側
は
サ
フ
チ
ュ
ク
連
邦
漁
業

庁
副
長
官（
ロ
シ
ア
政
府
代
表
）

ほ
か
、
外
務
省
、
連
邦
漁
業
庁

の
関
係
者
。

ロ
シ
ア
系
さ
け
・
ま
す
は
、

日
ソ
漁
業
協
力
協
定
及
び
日
ソ

地
先
沖
合
漁
業
協
定
に
基
づ

き
、「
日
本
２
０
０
海
里
水
域
」

「
ロ
シ
ア
２
０
０
海
里
水
域
」

に
お
け
る
我
が
国
漁
船
の
漁
獲

量
等
の
操
業
条
件
に
関
し
て
毎

年
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
日
本

２
０
０
海
里
水
域
分
は
「
日
ロ

漁
業
合
同
委
員
会
」
、
ロ
シ
ア

２
０
０
海
里
水
域
分
は
「
日
ロ

政
府
間
協
議
」
で
協
議
し
て
い

る
。

漁
港
漁
場
新
技
術
研
究
会

（
橋
本
牧
会
長
）
は
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
の
山
本
竜
太
郎

部
長
に
６
日
面
会
し
、
今
後
の

漁
港
漁
場
整
備
に
係
る
技
術
に

つ
い
て
提
案
書
を
手
渡
す
と
と

も
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

提
案
書
で
は
、
水
産
庁
が
今

年
度
進
め
る
次
期
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
策
定
に
際
し
、

国
が
打
ち
出
し
た
新
た
な
経
済

政
策
の
中
で
「
グ
リ
ー
ン
」「
デ

ジ
タ
ル
」
を
成
長
戦
略
の
中
心

に
据
え
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、

漁
港
漁
場
整
備
に
お
い
て
も
こ

の
分
野
に
力
点
を
置
く
べ
き
と

訴
え
た
。
ま
た
、
次
期
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
の
検
討
の
方

向
性
（
案
）
に
示
さ
れ
た
技
術

的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

同
研
究
会
と
し
て
可
能
な
取
り

組
み
案
を
提
示
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
洋
上
風
力

施
設
と
漁
業
・
漁
場
の
共
存
に

関
す
る
課
題
や
、
直
轄
事
業
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
の
全

国
展
開
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い

て
話
し
た
。山
本
部
長
か
ら
は
、

水
産
環
境
整
備
や
漁
港
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
な
ど
に
お
い
て
、
同
会
の

技
術
に
対
す
る
期
待
が
示
さ
れ

た
。意

見
交
換
を
終
え
、
橋
本
会

長
は「
様
々
な
課
題
に
対
し
て
、

新
技
術
を
開
発
す
る
だ
け
で
な

く
、
普
及
す
る
と
こ
ろ
ま
で
し

っ
か
り
取
り
組
み
た
い
」
と
話

し
た
。

農
水
省
が
こ
の
ほ

ど
公
表
し
た
「
令
和

元
年
度
６
次
産
業
化

総
合
調
査
結
果
」
に

よ
る
と
、
全
国
の
漁
業
生
産
関

連
事
業
に
よ
る
年
間
総
販
売
金

額
は
２
３
０
１
億
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
１
・
８
％
減
少
し
た
。

農
業
生
産
関
連
事
業
の
年
間
総

販
売
金
額
は
１
・
３
％
減
の
２

兆
７
７
３
億
円
。

漁
業
生
産
関
連
事
業
に
よ
る

年
間
総
販
売
金
額
を
業
態
別
に

見
る
と
、
水
産
加
工
が
前
年
度

比
１
・
０
％
減
の
１
７
５
１
億

円
（
構
成
比
７６
・
１
％
）
、
水

産
物
直
売
所
が
８
・
６
％
減
の

３
６
５
億
円（
同
１５
・
９
％
）、

漁
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
１１
・
３
％

増
の
１
１
８
億
円
（
同
５
・
１

％
）
、
漁
家
民
宿
が
３
・
７
％

減
の
６７
億
円
（
同
２
・
９
％
）

と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度
の
全
国
の
漁
業

経
営
体
に
よ
る
水
産
物
の
直
接

販
売
に
お
け
る
年
間
販
売
金
額

は
３
２
３
６
億
円
で
前
年
度
比

４
・
１
％
減
少
し
た
。

販
売
先
別
に
見
る
と
、
消
費

地
卸
売
市
場
が
１
６
９
４
億
円

（
構
成
比
５２
・
４
％
）
、
小
売

業
が
５
５
５
億
円
（
同
１７
・
１

％
）
、
食
品
製
造
業
が
４
７
９

億
円
（
同
１４
・
８
％
増
）
、
消

費
者
に
直
接
販
売
が
３
８
９
億

円（
同
１２
・
０
％
）を
占
め
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
チ

ェ
ー
ン
の
経
営
を
行
う
ベ
イ
シ

ア
（
群
馬
県
前
橋
市
）
は
マ
ル

ハ
ニ
チ
ロ
が
鹿
児
島
県
で
養
殖

す
る
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
含

有
す
る
カ
ン
パ
チ
を
�
中
性
脂

肪
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
�
機

能
性
表
示
食
品
と
し
て
７
日
発

売
す
る
。
冷
凍
し
な
い
鮮
魚
の

ま
ま
カ
ン
パ
チ
を
機
能
性
表
示

食
品
と
し
て
販
売
す
る
の
は
同

社
が
初
め
て
。

商
品
名
は
「
生
鮮
プ
レ
ミ
ア

ム
活
〆
か
ん
ぱ
ち
」
。
サ
ク
１

０
０
ｇ
４
９
８
円
、
ス
ラ
イ
ス

（
刺
身
）
７
切
３
９
８
円
。

機
能
性
関
与
成
分
は
５０
ｇ
当

た
り
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
３
１
０
�
、
Ｅ

Ｐ
Ａ
１
２
０
�
、計
４
３
０
�
。

価
格
は
税
別
。

ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル

ー
プ
は
、
荷
主
向
け
物

流
管
理
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
「
ｅ
Ｌ
ｉ
ｘ
ｘ
ｉ

（
イ
ー
リ
ク
シ
ー
）
」

の
無
償
提
供
を
５
日
開

始
し
た
。
物
流
情
報
管

理
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

行
い
、
顧
客
の
業
務
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
在
庫

検
索
や
入
出
庫
依
頼
な

ど
の
基
本
機
能
が
無
料

で
利
用
で
き
る
。

ｅ
Ｌ
ｉ
ｘ
ｘ
ｉ
は
入
荷
（
仕

入
）
商
品
の
到
着
結
果
を
迅
速

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可

能
。
在
庫
検
索
で
も
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
リ
ア
ル
在
庫
の
可

視
化
を
実
現
し
、
多
彩
な
検
索

条
件
を
備
え
て
い
る
。
販
売
管

理
業
務
か
ら
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
管
理
ま
で
、
全
拠
点
出
庫
デ

ー
タ
の
検
索
も
可
能
。

Ｌ
ｉ
ｘ
ｘ
ｉ
（
ニ
チ
レ
イ
ロ

ジ
グ
ル
ー
プ
倉
庫
在
庫
管
理
シ

ス
テ
ム
）
の
消
化
仕
入
機
能
に

ｅ
Ｌ
ｉ
ｘ
ｘ
ｉ
情
報
連
携
機
能

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
顧

客
主
導
の
在
庫
管
理
機
能
を
実

装
す
る
。
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ニチレイロジ、物流管理で新サービス

防防熱熱耐耐火火パパネネルル大大臣臣認認定定

耐火・耐熱性能が一体化

春夏ねり製品特集

東亜建設工業

今週の紙面

南南
極極
海海
オオ
キキ
アア
ミミ

操業再開を

日
本
側
は
前
年
と
同
水
準

日
ロ
さ
け
・
ま
す
交
渉
が
妥
結

日
ト
ロ
協
の
調
査
Ｐ
Ｔ
が
中
間
報
告
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日日本本漁漁業業再再
生生のの切切りり札札

吉田会長

６次産業化調査

漁
家
レ
ス
ト
ラ
ン
販
売
額
１１
％
増

「中山色を出し、新たな組織作りを」

水
研
機
構
・
新
旧
理
事
長
が
会
見

中
山
新

理
事
長

「
生
態
系
含
め
た
資
源
研
究
必
要
」

株式会社 ティーオー食研

美味しく安全安心な食品を世界からお届けします

中国・韓国・トルコ

代表取締役会長兼社長 所 英樹

中山新理事長（左）と宮原氏

〒１０５－０００４
東京都港区新橋３丁目２６－３ 会計ビル６Ｆ
電話０３－６２６４－６１９７ ＦＡＸ０３－６２６４－６１９８

次期漁港長期計画

策定に向け提案

漁港新技術研

令和新時代

横
浜
丸
魚
㈱

機
能
性
表
示
食
品
の

生
鮮
カ
ン
パ
チ
発
売

齋
藤

融
氏

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
次
長

左から竹安正副会長、中西勉副会長、山本部長、
橋本会長、野口哲史副会長。次期長計の策定に
向けて意見を交わした

ベ
イ
シ
ア
と
Ｍ
Ｎ
が
製
販
一
体

復
興
支
援
の「
ホ
ヤ
」レ
シ
ピ
本

中性脂肪を下げる効果を訴求

活やわらか煮込穴子


